
第６回委員会の指摘事項とその対応について

表-3.1 第６回委員会の指摘事項とその対応一覧表

質問および意見 質問に対する対応
番号

(1)第５回委員会での指摘事項への対応報告

①

府馬の実測沈下量整理図では、切土部と盛土部を表示

し、両部の沈下量を示したほうが正確性が増すと思われ

る。（古関副委員長）

ご指摘の通り対応した。(事務局)

→資料-3

②

別冊資料－１について、液状化強度試験各試料の最大

間隙比、最小間隙比、試験における供試体圧密後の体積

収縮量を追加で示して欲しい。（石原委員長）

ご指摘の通り対応した。(事務局)

→別冊資料-1

(2)液状化の検証結果（補足）

③

簡易法と地震応答解析の結果を比べると、応答解析の

結果では実測沈下量のほうが大きい傾向にある。対策検

討の場面で応答解析の手法を用いるため、応答解析につ

いて以下の４項目を確認して欲しい。１．府馬の入力地

震動、２．余震を考慮した沈下量、３．細粒分の多い地

層も液状化判定対象とした場合の検討、４．別の解析方

法。（石原委員長、古関副委員長、中井委員）

ご指摘の通り対応した。(事務局)

→資料-5

④

別冊資料－２について、地震応答解析の加速度分布図

では地表付近で加速度が急に上昇するものと緩やかに上

昇するものとがあるが、それぞれについて計算に用いた

モデルを示して欲しい。（石原委員長）

ご指摘の通り対応した。(事務局)

→資料-3

以上

(3)再液状化の検討結果

⑤

3～4 地点について、細粒分の多い地層も液状化判定対

象とした場合の比較計算結果を示して欲しい。（石原委員

長）

ご指摘の通り対応した。(事務局)

→資料-6

(4)液状化対策工法の検討結果

⑥

佐原市街地地区は地下水位低下工法を実施した場合、

下川岸は大きな圧密沈下量が生じると予測される。また、

水郷大橋町においても圧密沈下による建物への影響が生

じると予想され、この地区一帯の対策工法として格子状

地中壁工法を採用する。（香取市、石原委員長）

了解した。(事務局)

⑦

水郷大橋町の検討結果では、無対策時の沈下量が小さ

いため、計算条件を再度見直して検討結果を示して欲し

い。（石原委員長）

ご指摘の通り対応した。(事務局)

→資料-7

⑧

小見川市街地地区の対策方法については、圧密沈下の

懸念があるものの地下水位低下工法の適用可能性が残さ

れている。これについて議論するため、宅地地盤の高低

差（約 1m）を考慮したモデルの地下水位低下後の地盤

の傾斜量を計算して欲しい。（古関副委員長、松下委員）

ご指摘の通り対応した。(事務局)

→資料-3

⑨

道路のみの対策を実施した場合の検討結果をみると、

対策効果が大きすぎると思われる。もう少し検討を加え

て欲しい。

ご指摘の通り対応した。(事務局)

→資料-7

資料-3
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「資料-3 第6回委員会の指摘事項とその対応について ①」の回答資料

府馬地区測量結果に基づく実測沈下量の推定

実施日： 2013年9月
実施箇所：下図に示す
測量結果：下図に示す

以上の測量結果から、

地震（2011.3.11）による府馬地区の実測沈下量 ：３～２０ｃｍ程度

と推定する。

なお、上図には右の切盛境界参考図を元に切盛境界線を示した。

これにより、おおくすニュータウンの市道に発生した沈下は、

主に盛土区域で確認されるが、切土区域でも発生したことがわかる。

沈下量
4～20cm

沈下量
3～6cm

沈下量
10～15cm

沈下量
0cm

※測量作業前に
ｵｰﾊ ﾞー ﾚｲ復旧済み

凡 例
：測量路線（2013年9月）
：地盤沈下位置（計画高と比較）
：地震による地盤沈下が復旧工事
済みのため沈下量が不明な位置

旧道

切盛境界

切盛境界

「山田町住宅団地開発事業 基本設計・実施設計策定業務
実施設計設計説明書」H9山田町p.48より抜粋・加筆

切土区域

盛土区域

切盛境界

切盛境界

切盛境界参考図

←3cm 沈下

←6cm沈下

※おおくすニュータウン造成時の切土区域は、
もともとの小学校を造成する際に一旦盛土を
行ったところを切土したものである。
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代表地盤モデルによる地震応答結果について

一次元応答解析の結果、佐原地区と小見川地区での地震応答結果に差異があった（小見川地区では深度

が浅くなるにつれて加速度応答が一様に増加しているのに対し、佐原地区では GL-5.0m 付近から急激に

加速度応答が増加している）。

ここでは、両地区の地盤を簡略化したモデルで比較を行った。

１．検討条件

（１）地盤モデル

比較のために、以下の簡略化した地盤モデルを設定した。

（２）地盤特性・地盤物性値

モデル地盤の特性として、以下のとおり、地盤物性値を設定した。

（３）入力地震動

入力地震動は、佐原観測波、小見川観測波をそれぞれ基盤に引き戻した波形を用いた。

単位体積重量

(kN /m
3
)

S波速度(m /s)動的変形特性 備 考

As層 18.0 150 曲線a

As1層 18.0 100 曲線a

As2層 18.0 150 曲線a

Ac層 16.0 100 曲線ｂ

As1、As2層は、As層を
Ac層により分けたもの
で、基本的には３層とも
同一層と仮定する。

佐原本震EW 基盤波形（引き戻し結果）
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「資料-3 第６回委員会の指摘事項とその対応について ④」の回答資料

モデル① モデル② モデル③
（単一砂層の場合） （小見川地区をモデル化） （佐原地区をモデル化）

As層

γ=18kN/m
3

Vs=150m /s

As1層

γ=18kN/m
3

Vs=100m /s

Ac層

γ=16kN/m
3
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As2層
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２．解析結果

（１）佐原観測波による応答解析結果（SHAKE）
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（２）佐原観測波による応答解析結果（FDEL）
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（３）佐原観測波による応答解析結果（FLIP）
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（４）小見川観測波による応答解析結果（SHAKE）
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（５）小見川観測波による応答解析結果（FDEL）
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（６）小見川観測波による応答解析結果（FLIP）
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小見川地区新開町の宅盤高の違いによる沈下への影響について

小見川地区新開町は、住金団地側の道路面と反対側の道路面の間に約 70cm 程度の高低差がある。ここ

では、水位低下工法による圧密沈下において、高低差の影響がどの程度であるか検証を行った。

１．解析条件

（１）解析断面

上図のとおり、平面図上のスポットエレベーションから想定すると、住金団地側の道路は平均標高約

1.7m、対する北側道路は平均標高約 1.0m と設定される。

矢印位置で以下にしめす２断面を設定した。

【断面①】宅盤高が住金団地側と概ね同じ高さで、北側道路部分で段差になっている場合

【断面②】宅盤高が中央の用地境界で段差になっている場合。

（２）土質条件

圧密沈下が懸念される Ac1 層の圧密沈下特性を以下に示す。

１）e-logP 曲線

２）Cv 曲線
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２．解析結果

解析は一次元圧密沈下解析で、水位低下工法により地下水位を 1.6ｍ低下させた場合の沈下の状況を

解析した。解析方法は、1.6m の水位低下により増加する荷重 16kN/m2（10kN/m3×1.6m）を Ac1 層

に載荷して、e-lopP 法により沈下量を計算した。

【断面①】

【断面②】

断面①、②で解析を実施した。各断面での左右の宅盤高の違いによる沈下量の差はそれぞれ 2cm 程度で

あった。また、断面①、②の比較で断面形状による沈下量の違いは宅地中央で 1cm 程度であった。
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